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本論文の要旨は，1960年1＝］20日（島崎〕，日本細菌学会第ほ回九州支部総会で口演発表した．

Cgo5才γ豆dる混桝紺βJrゐるるは，ガス壊担病原菌としてそ

町酔生する毒素や感染磯序についてはかなり詳細けこ研

究され，特にα毒素が1ecithinaseに他ならないこと

が明かにされているが，人の消化器疾患特に食中毒と

の関係が明確になったのは最近のことである．独逸の

ZEISSLE颯（1949〕→派は所謂壊症性腸炎〔enteritis

necroticans〕の原因歯としてC拍∫fγるd去那刑抑β紀鋸る

type F　釘報苦し，また，某国のHobbs（1953）一

派は食中毒の原閏となる一群の執政抗性A型変異株を

血相い封軸ニ＝畢捌するなど，この方面の研究もようや

くその遺産をみた．しかし，Cれ柑わ弓d血相牲　―紺由k鬼露

による食中毒例は，英，独以外には殆んど経験されず，

我国ではLi［僧〔1956，1959〕及び吉山等（196口〕の報

告をみるのみである．

署昔等は，たまたま，1960年7月7日から主に3日

間に■】二って長「崎市内及び市外野母町に発生した患者総

数309名に及ぶ集団食中毒事例に遭遇し，それが同一

系統のあげか富ぽこによるものであることを究明し，

患者に鼓も関係の探い残存食及び患者の血便から一様

に同型のでい油壷桁朝川血眉最Hobbs’type2を分

離したので，以下その調査成績と細菌学的検査の詳細
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について報告する．

調査とその成棟

患者発生状況：1960年7月7日昼頃から嘔吐，腹

痛，下痢等を訴える食中毒棟患者が市内の各所に殆ん

ど時を同じくして発生し，それぞれ近隣の医師の加債

を求め，重症患者は入院したということが長崎市中央

保健所へ届出があった．長崎市内に発生した患者は，

第1表の斉三欄にみるように，7月7日及び8日に大多

数が集中，それぞれ71名及び70名であって，9日には2丁

名，10日には5名に漸減した―　7月8日午前中までは

患者の発生は市内に限られたものと考え，患者の発生

状況，その中毒症状や原因食の調査及び検査材料の蒐

射こ努めたが，英警察派出所から市外野母町にも同様

の患者が時期を同じくして発生していることが報告さ

れ，本金中毒事例が意外に広範囲に亘っていることが

判かった．市外野母町における患発生状況は，第1麦

の右欄に示されるように，市内におけると同じく7月

7日及び8日に多発し，それぞれ46名及び65名であつ

たが，9日には15名に減少した．畢尭，今回の食中毒患
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者はタ長崎市内183名，市外野母町126乳合計309名の

多数に及んだ世第2表に調査人員99名の潜伏時間を示

したが，これによると，特に4時間以内に23名，5乃

1三8時間に36名が発生しているのが注目を引き，9時

間以上24時間までの発病者は4〔堵であって，一般に潜

伏時間が短くて急性中毒症を疑わせるものがあった由

患者261名の主要臨床症状は，第3表の通りであって戸

瞳捕，下痢習　慣吐が殆んど必発といつてよくP悪感，

発熱，頭痛，倦怠がこれに次ぎ，入院患者の中，特に

重症例に於いては痙攣や意識障害を来たしたものが12

名もあった卓

出外野母町在住の某家でタ構成家族の3密とも7日

夕刻腹痛夕下痢，嘔吐声発熱等をもって発病し，この

うち――‡二人北〔51才〕は重症に陥って死亡したという＝定

がある申　7月8日夕刻野母町立病院の医師の加療をう

けた基は，当時腹痛はかなり軽減していたが，腹壁は

Table2Inc11bation periods of99cases

緊張し，甚しい全身倦怠を訴え，脈博微弱，I仙二Eも

測定出来ないほど下降し，遂に9日午前4峠55分死亡

した．長崎大学医学部病理学教室で病理解剖した結

果，肝，腎の閻濁腫脹，脂肪変性を認め，胃及び腸管

粘膜の充血，腸管の出血性病変を認めるなどの所見で

あって，中毒死と診断されたが仁生来健康で，煙草を

たしなまず仁生前特に長期の疾患乃至事故も認められ

ていない。

市立長崎病院に入院した27名について調査した成績

を第4表に示すと，同表〔A〕にみるように，その楷

伏時間は一般に短く，4時間以内にほ名という過半数

を占め，5乃雫8時間に6名，9時間以後24時間まで

には僅かに5名が発病しているだけである。これらの

入院患者の臨床症状は，同表〔B〕に見るように，嘔

吐，下痢，腹痛，発熱が必発症状であって，蛙蝉を伴

なった1名，意識障害を認めた3名のように甚だ重症

なものもあった。一般に下腹描を伴なう下痢に苦しめ

られ，使行5回以上15回のものが20名，残りの7名は

便行16回以上3D回にも及び，就中18名は血便を訴え，

100乃至500miの腸出血を束たしたものが3名あって，

単に粘液便のみのものは6名だけであった．なお，

背馳臨丑記3Issue of clinicalsymptoms of261c乱SeS

SymPtOmS―　cohcidia汀bea vomiting

patients

∃如eri

217　―　　207　―　　205　　　73

beadacbe―　　cbill

71　巳　　96

COnV山si叫deliqu主um
―

」

T臨池随感InVeStiga七ion of27inpationts aモモhe NagasakiM二unicIPalHospital

（A〕Incl油a七ion periods

bours　―　1－4　　　5－8

―　　　　　　　　　　　―

Patients
15　　―　　　6 4　　　　　1

〔B）Issue of clinicalsymptoms

unknown

l

synlPt。mS！Ⅴ。mi七軸
excremen七　　1in七es七inal

mlユCO11S
bleeding

COlic　■　fever　ゴCOnVulsion deliqui一ユm

竺トニセ空士軽
・a七ientsj23【36ぎー6い4」8］2

patientsf　24　い8十6　3！27』26　≡1；3



Clostridium甜elchiiHobbs’

大部分は38乃至390Cの発熱を示したが，特に40DC以上

の高熱を示したものはなかった．

原因食の追求：原因食を探求するために，まづ患

者等の一部の家庭の事件発生当日の献立を調査したと

ころ，これらに共通に供指されたものとしてあげかま

ぼこが指摘出来た．市内の患者は殆んどあげかまぼこ

を生食しているが，市立長崎病院入院患者27名のう

ち，これを生食したもの19名，多少とも熱処理を加え

た後金べたもの8名であった．次いで，患者等の各家

庭で購入したあげかまぼこの販売系路を調査したとこ

ろ，すべて同一製造業者から同時に卸売りされたもの

であることを比較的容易に知ることが出来た．この

あけかまぼこの魚原料はべにさL及びいLもちであつ

て，6日某魚船から市内魚市場に陸上げしたが，船底

積みのために全く鮮度を失っていたばかりでなく，そ

の保存場所も清潔とは言えない状況であった．この魚

原料は市外野母町のかまぽこ製造業の3カ所へ配分さ

れ，6日午後製造に着手した．因みにあげかまぼこの

製造は次のようであった．頭部及び尾部を切断して除

去した後，細挫俄にかけ，排出孔から出てくる泥状の

細片せ3日月形に固め，これを殆んど瞬間的に熟した

地中につけて揚げるので，その中心部までは全く熱が

通らないことがある．製品は箱につめて積み重ね，［・

夜倉庫に保管し（このとき温度は終始約30乃至25eCを

保っていた〕，翌早朝卸売りに出荷した．長崎市内に販

売されたものは市内に居住する卸売業者が購入して卸

売りした同一系統のもので，7日午前7時頃から市内

の4店舗で卸売りと小売りを行ない，一般家庭には昼

食及び夜食に供持された．市内の各小売店から販売系

牌の明かな48枚のあげかまぼこを収去し，好気性細菌

の検査に当てたが，これらには特に異臭はなかった．

雑菌学的検査

原因菌の検査；S S寒天培地，遠藤培地，Mac

（二onkey培地，普通寒天培地及びこれらに3％の割合

に食塩を加えたもののほか，血液寒天培地，No―110培

地，Kligl清r培地，TGC培地，肝片加ブイヨン，Zeissler

培地を使用し，原因菌の分離を試みた．事件発生当初

は，Pγβi紺∫薗，好塩細菌，葡萄≡球菌及び連鎖球菌等

の食中毒の原因菌となり得る一般好気性細菌のみを目

標に検査に着手したが，多くの場合，S S寒天培地及

びKl短1er培地に硫化水菜を著明に発生する菌が検出

され，その生物学性状からアナ別旭加古　―min沌iii5及び

椚珠酢汀iぶ　と同定されたが，それらがすべての検体か

ら－―・様に検出されたわけではなかった．立方，化学的

type2による集団食中毒事例 3

検査で無機有毒物質及び有機物質ではアミンの検出を

行なったが，いずれも成績は陰性に終わった．しかる

に，氷室保存の患者の粘血便について直接塗抹染色標

本を作成して鏡検したところ，視野の所々にClostri－

di11mを疑わせるgram陰性の芽胞を有する梓菌の集

団を認めたので，以後，検査の方針を変更し，嫌気性

細菌の検査に努めた．この時期には既に検体の多くが

失われていたが，極力その蒐先に努め，ようやく21検

体を得ることが出来た．すなわち，初回の吐物は入手

出来なかったが，胃液様のもの3件，残存食（あげか

まぼこ〕5件，糞便及び腸管洗渦液13伴である．この

うち，No・4残存食は長崎病院の入院患者赤羽江の食

い残こしたもの，No▲7及びNo．8残存食は市外野母

町に発生した患者が食い残して県衛生研究所に保存さ

れたものである．また，便材料のうち，東，竹内，赤

羽江，川添（島崎病院入院患者〕及び野母（野付町―二

病院入院患者で氏名病夫のために一応地名をそのまゝ

検体名とした）の粘血便は7月8日採取，中尾，吉武，

太田（長崎病院入院患者〕のものは7月9日採取，山

田，桧中（長崎病院入院値、者〕のものは7月12日採取，

それぞれ氷室に保存された．これらの愚者等のうち，

束，吉武，赤羽江は，腸出血を伴い，それぞれ2日，5日

7日の問意識障害のあった重症例であった―　また，尻―

体病理解剖後，本学医学部細菌学教案に一部保存され

ていた腸管粘膜を生理食塩水で洗淋した液を腸管内容

として検査に供した．検査の方法は次のようである―あ

げかまぼこ1gを細摸した全量及び粘血便，胃液，腸牡

瀬液0―5miをそれぞれブイヨン15mJに混じ，100ロC！1」

時間加熱した後，その1miを肝片ブイヨンに移植し，

流動パラフィンを重層して，370Cに培養した．検査の

成績を一括したものは第5表の通りであるが，配者赤

羽江の家庭から蒐集したNo．4残存食，中尾，吉武，

東，赤羽江，野母の各粘血便からは培養後既に6時間

頃からガス発生を認め，相時間培養では重層した流動

パラフィン液面を越えて管口近くまで気泡が上昇する

ほど旺盛なガス発生が認められた．No・7及びⅣ0・8

残存全及び川添の粘血便からは前者ほど強いガス発生

は見られなかったが，染色所見上，gram陰性，中等

大の梓薗が認められ，一定の嫌気性蘭が分離された．

なお，本金中毒事例の発生後30日目に再び同様なあげ

かまぼこ35枚について検査したが，いずれも榛気性細

菌は分離出来なかった．

分離菌の生物学的並びに血清学的性状：残存食3件

と患者の粘血便6件から肝片加ブイヨンでガス発生の

旺盛なもの6株及びその弱いもの3株，合計9株が分
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離されたが〔第5表〕，継代保存の不手際のために遺

憾たが仁J同定にまで至らない問に後3株を失った（原

株18時間培養を100〇C！30分以上加熱して移植して発育

を見なかった）申　しかし，愚者赤羽江に直轄の関係の

あるNo中4残存食から1株（愚者層任地の名によって

大黒株（Daikoku〕と称する〕チ患者赤羽江の外4密か

了〕得た5株〔赤羽江株（Akabae〕タ中尾株（Ⅳakao〕，

1―［「武株〔Vosbitake），東棟〔Azuma〕タ　野母株

（Ⅳomo）と称する〕℡　合計6株が保存されたので，こ

れらについて詳細に検査を行なった。その成蘭ほ貨6

麦の過りである。分離昔は争いずれも酢am陽性中等

大の悍蘭で，特にElln甜培地でよく芽胞を形成し，

肝片加ブイヨン上告着では賽順の形成は認められなかつ

たがタ接種マウスの心血中では明かに賽膜を認めるこ

とが出束た。Zeissler培地上では大小のS型鮎萌を隼

じ，集落別に肝片加ブイヨンに移植培養すると，ガス

発生の旺盛なものと比較的弱いものとが分離された．

またヲ分離株は，‘‘Cooked meat medilユm”、でもよ

くガスを発生しタ運動性を示さず，indole　を産生せ

ず，Ⅴ（唱e針Proskalユ鰐反応は陰性であって，紅措，

卵＝の消化は認められなかった。′ト乳培地では強烈な

酵酵を認めタ　硫化水素を産生し，硝酸塩を還元し，

筈eはtin　を液化し，卵黄培地では集落の周辺に個濁を

認め，leci仙inase　試験は陽性であった㌧糖分牌試験

のうち，glucose，1ac七ose，maltose，SuCrOSe，StaTCh，

galactose及びglycerolは分解され，酸とガス発生

が認められ，吉武，東，野母の3株はSalicinを分解

したが，中尾，赤羽江両株，残存食から分離された大黒

株：土Salicin非分解であり，中尾及び大黒の何棟は

trebalose　を分解したが，他の4株は非分折であつ

た。Ellner培地に37nC！4日間培養し，充分な芽胞形

成を保って，これを100nCに加熱し，30分間隔でその

0．5miをとり，肝片加ブイヨン及びTGC培地に移植

して，その増殖の有無を検査し，芽胞の耐熱試験とし

た。本法忙よると，赤羽江株は1DOつC！30分の加熱に耐

えるが60分では死滅し，大黒及び東の南棟は90分加熱

に耐えるが120分でほ死滅し，中尾，」L！i武及び野母の

3株ほ120分加熱にも耐えてなおよく発育した。

分離6株をZeissler培地に塗探し，37〔C！18時間培

養した後，生じた薗培をかきとり，生理食塩水で約5

mg！mi菌浮曲液とし，既知のCi耶iγi（ii髄刑紺giピ如i

Hobbs’typelから‖までの抗菌免液血清を］m／いて，

のせガラス凝悠反応履行なったt　その際，特に抗3，

4，5型血清で時に類属反応の恐れがあるので，試験

持法でそ叫架集価を測り，充分予備実験を行なつた上，

セ適稀釈液として使用した．しかるに，凝集反止こを全然

生起せず，当初はHobbs型以外の薗かZeissler雅薗

かとも疑われ，診断不能とノ監われたが，たまたま，分

離薗浮苗液を100ロC！川寺問加熱したものを抗原として

使用したところ，いずれも抗Hobbs　2型血盲】甘二のみ

著明な撰集が認められた魯　そこで分離6株を肝片加ブ

イヨン培地に5乃至7日間隔で継代し，各代の箇を

Zeissler培地に移植しタ常法に従って抗原を作成して

検査したところ，絶代4代目のものでは既に前記のよ

うな難撰展性が消失し，牲薗浮礪波を抗原としても容

易に抗Hobbs2型血清にのみ凝葉反応が生起するこ

とが判かった∴汗老等の―――人山粁は，1960年，l†―け用キの

土壌から分離したCi朋iγi（i払m甜βi仁ゐiiHobbsJ七ype



Closiridiu桝WelchiiHobbs’七ype2による集団食中毒事例

11の2株及び山口県阿東保健所管内で発生したあじを

原因食とする食中毒事例から分離した　Ci銅iγidi祝m

WelchiiHoⅧ）bs’type　5の2株，合計4株について

分離当初いずれも0難凝集の事実を認めているが，本

項に関する詳細は別報とする予定であることを附記し

ておく．

分離薗陀対する患者血清の凝集価：食中毒発生当時

（7月8日），患者6名から血清を得たが，また，恢

復期（7月15日）に患者32名の血清を蒐集した．分離

6株のうち，大黒及び赤羽江の南棟から常法に従って

5

抗原を作成し，これらの血清との間に定量凝集反応を

行なった．食中毒発生当初の6名及び恢複患者のうち，

17名合計23名は血清稀釈10倍でも凝集を認めなかった

が，残りの恢複患者15名のうち，20倍血清稀釈まで著

明に華賃を認めたものは12名，ヰ0倍稀釈までのものは

3名であって，いずれもその撰集価は低い値であった

が，一般健康者15名の血清がいずれも分離薗に対する

凝集を示さなかったことと対比すると，食中卦こよつ

て戎程度の影響を受けたことが考えられる．
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考　　　　　　察

ガス壊垣の病原菌としてのCi朋iγidi朋m脚giどゐii

は古くから研究され，その毒素や感染磯序に関する知

見はかなり進駐し，本薗群に広く産生されるα毒素が

1eci七hinase　に外ならないことなどが明かにされてい

るが，人の消化器疾患特に食中毒との関係が確認され

たのは最近のことである。ⅨNOX AⅣD：M二ACDoNALD

〔19ヰ3）が初めてCi郎iγi抽隅紺抽鋸iを食中毒起

因薗として記載したほかタMACCLUⅣG（1945〕も米

閃Indiana州別00ming七Onで1945年2月家庭調理

の鶏肉を原因食とするC紬由i虎i髄m甜♂ic崩iによる

2はの食中毒事例を報告している，独逸ではZEISSLER

等〔闇9）が1946年9月から1948年2月に至る問に各

所の病院から送付された所謂壊痘性腸炎〔en七e班is

工1eCrOticans〕の患者の検査材料から一定の嫌気性細

菌を分酷蒐生し，ZEIS5LER等及びOA軋EY〔1949）

の詳細な検査の結乱　それが従来のC紀ほ舌γidi髄m

榔ピi摘iiの各型菌と異なる特殊な毒素を産生するこ

とが判かり予これをC紬£iγidi髄m組昭i摘iitypeFと

命名したがタHANSEN等（1949）によると戸本歯型に

ょって起こる中毒症状は激烈であって，出血阻陽炎症

伏を呈しタ死亡率は40％にも及んだという由HAIN

〔1949〕は，3名の老人の中毒例のうち，71才の死亡

例についてその原因蝕糞便及び屍体腸管からF型薗

を分離したことを報告した．一方，英国でも、HoBBS

等（1935〕はCg郎i再♂毎m　抑留iどゐiiによる多くの食

中毒事例を報告しているが，この場合の中毒症状は上

記のF型菌による壊症性腸炎〔en七eri七is necro七icans〕

ほど重篤ではないという。そして食中毒例から分離し

た歯がすべてA型菌より耐熱性が強いことを知り，こ

の種A型変異菌の一群を特に血清学的に11型卦ルた。

なお，英国では，HoBBS等のほか，MAC工JEOD〔1954〕

ほ冷凍七面鳥肉を原因食とした昼の給食による学童及

び職員の100名以上に及ぶ同菌による食中毒事例を報

告し，CoLLEE（1954〕も同様に138名中48名及び300

名中25名の同園による食中毒例について述べ，鮎CX―

等（1954）は棟内を原因食とし，8乃―＝6時間の桝

伏時間で360名中44名の発病をみた病院内の集団食中

毒事例からCi郎iγidi椚弗祝風紀鋸iHobbs’七ypel，

6及び10を分離し，これらの3歯型による混合感染で

あったと述べている。我国では従来Cね雨リidi鋸m　と

食中毒との関係には殆んど考慮が払われていなかった

が，中村等（1951）が北海道で生魚の飯ずしによる

botulism　を確認し，児玉及びその協同研究者（1956〕

が秋田県八郎潟周辺に濃厚なbotulismの存在するこ

とを明かにするなど逐次この方面に往芯も向けられて

きたが，なお上記以外にはCiβ由idi即mによる食中

毒も緯験されていなかった．しかるに，最払り―慣

（1956¢59〕は婚礼料更別こ使用された魚肉及び鶏肉を

原因食とする46名中‖名の食中毒事例から我国では初

めてC加iγ摘i椚抑抑甜摘iiHobbs’type6を分離しナ

木蘭群による食中毒について一般の注志を喚起すると

ころがあったが，その後蕃山等（1960）は1959年9ノJ

栃木県佐野砕こ発生した6名の食中毒事例はああびを

原因食とする乱用iγidi髄m甜gi摘iiによるものであ

ったことを報告した。

我々は，たまたま，1960句三7月7［lから＝仁に3t二l問

に亘って長嶋市内及び市外野母町に発生した患者総数

30昨lに及ぶ食中毒事例に遭遇し，あげかまぼこを原因

食とする同立項統の食中毒であることを究明し，既述

のようにその原因食及び患者の血便から　Cg那fid摘m

m扇七如iHobbs，type2を分離した曹Ci朋iγiii柵

脚β行ゐ露（Ci口裏γid拍m如γ舟i乃邸那）はタ広く†上l然

界に分布し，人の糞便からも容易に検出されるといわ

れる．特に長崎市及びその周辺の土壌を検体に取扱つ

た若松〔1953）及び納富〔1957）の調査でもCi8由iリ

d摘m如γ舟i乃邸弗ぶの検出頻度が最も高いことを述べ

ているが，その分離時の加熱方法には町C！30分から

培養7日後の100ロC！30分加熱の問の各段階が行なわ

―　―　　　　　　―　―－―――――　―－　　　　　　　　　　　―――岬　　　　　　　　　　　―　―▼「―「‥
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Closiridium welchiiHobbs’type2による集団食中毒事例

れ，所謂Å型耐熱性変異株といわれるHobbs型菌の

混在の有井酎こついては明かでない。HoB月S等（1953）

の調査によると，Hobbs型菌は健康人糞便から検出

されることば極めて稀であるというが，本事例では，患

者は臨床的に急性中毒症状を呈し，患者血便のいずれ

にも直接塗抹染色標本に芽胸菌のかなり多数の集団を

鐙検出来たのは，検査材料の氷室保存中にこれらの芽

胞菌が増殖したためとも考えられないし，特に患者と

の関係の深い残存食と患者の血便から［▲様に同型の菌

が検出されている事実から分離蘭を本金中毒の原因蘭

と考えてよいと思う．ただ，この際，著者等〔1957！6□〕

が既報した分離薗による人工汚染実験を行なわなかつ

たので，それによって動物に対する毒性物質が発現す

るか否かば知ることは出来なかったが，その可能性は

大いに考えられることである。継代中失われた3株が

100ロC！30分の加熱で死滅したのほ，肝片加ブイヨン培

養薗で牙胞を形成していなかったためであるが，血清

学的に同定出来なかったのは追憶であった．また，本

金中毒事例の原因食であるあけかまぼこの食中毒起因

菌として知られるすべての菌種による汚染の危険性に

ついては，既報（1960〕で指摘したばかりである．本

事例における患者の主要臨床症状は，唱吐，下痢，腹

捕が殆んど必発であって，惑感，発熱，頭痛，倦怠がこれ

に次ぎ，忠誠障害を来たした12名の重症例もみられ

た．特に市立島崎病院の入院患者27名は，殆んど全員

が鼎回の下痢と血便を訴え，100乃至5DOmi紅屋の腸

出血を来たした極めて重症な3例もあって，恰も

r■Clostridium melchiitype Fによると同様な填痕性

陽炎（enteritis necroticans）棟の症状を呈した．

HoBBS等（1953）は英国にみられる　Cねぷiγidi祝桝
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S ummary

Although it has been stated by HOBBS et al. (1953), ZEISSLER et al. (1949), and

many other workers in England and Germany that a number of cases of food poison-

ing have been caused by heat-resistant variant strains of type A and type F of Clost-

ridium welchii, there are only two reports by YAMAGATA(1959) and AOYAMAet al.

(1960) in respect to this fact in Japan, to this day. An incident with 309 cases in

total of food poisoning which was demonstrated to have been caused by filed fish

paste, agekamaboko, occurred between 7th and 9th in July 1960 in Nagasaki city and
in a suburb of the city. The onset of illness was very acute; patients had such

clinical symptoms as vomiting, colic, diarrhea, slight chill, fever, headache and fatigne;
in serious cases, moreover, they had bloody excrement, intestinal bleeding with 100 to 500

ml of the blood, and convulsion or deliquium. One of them was gone. At the start,

materials from left-over food, agekamaboko, and from feces or bloody excrement of

patients were cultivated in aerobic condition on SS agar, MacConkey medium, blood

agar plate and ordinary agar plate containing 3% saline, but neither any pathogenic

organism such as Salmonella, Shigella and Staphylococcus nor halophile bacteria as a

causative agent for food poisoning could be isolated. The incident was not regarded to
be attributed to some strains of Proteus mirabilis and vulgaris which were incidentally

isolated from feces. Consequently, anaerobic cultivations of twenty one materials collected

from vomitus, left-over food, bloody excrement and washings of intestinal mucous me-
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mbran of a dead body sent for autopsy were carried out, and nine strains of a anaerobic,

heat-resistant, gram-positive, unmotile and capsule-forming bacillus could be isolated

from left-over food and bloody excrement. On account of trouble, three strains of

them died out on the way to the examination, but six strains of them were biologically

and serologically identified as Clostridium welchii Hobbs' type 2. It is important to

notice that non of freshly isolated strains reacted to the standard immune sera against

Clostridium welchii Hobbs' type 1 to type 11 in the agglutination test. This inagglu-

tinability of the strains, however, was lost by heating at 100•Ž for one hour and by

repeated subculture in liver liver broth after four generations. The agglutinin titer of

serum samples obtained from 23 patients in convalescence was 1:20 to 1:40 against

the isolated strains. Thus, the authors believe, the affair was ascribed to food poison-

ing caused by Clostridium welchii Hobbs' type 2.

(HAYASHI, K.)
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